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　令和２年第３回定例会が９月１４日か

ら１７日まで行われました。

　補正予算、条例の改正等の議案の審議

を行い、全て原案のとおり可決しました。

　審議された議案のあらましについては

以下のとおりです。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
11
特
別
会
計

等
の
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員

会
（
桝
田　

道
廣
委
員
長
）
を
設

置
し
、
定
例
会
休
会
中
の
９
月
14

日
～
16
日
に
審
査
し
、
全
12
会
計

が
認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
ほ
か
11
特
別
会
計

等
に
つ
い
て
全
て
認
定
し
ま
し
た
。

◎
反
対
討
論
（
一
般
会
計
）

　
　
　
　
　
　

菅
原　

義
幸
議
員

　

現
在
せ
た
な
町
は
、
急
速
な
人

口
減
、
少
子
高
齢
化
、
基
幹
産
業

の
不
振
、
後
継
者
難
に
直
面
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
と
向
き
合

う
町
民
の
声
と
希
望
に
応
え
る
町

政
の
執
行
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
立
場
か
ら
令
和
元
年
度

の
町
政
を
見
た
と
き
に
、
容
認
で

き
な
い
５
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

第
１
は
、
せ
た
な
雅
荘
の
再
開

問
題
で
す
。

　

私
の
４
回
に
わ
た
る
一
般
質
問

に
町
長
は
、
事
実
と
は
異
な
る
答

弁
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、
い
ま

だ
に
再
開
の
め
ど
さ
え
立
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
再
開
で
き

な
け
れ
ば
１
億
５
，
０
０
０
万
円

の
補
助
金
返
還
が
回
避
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

加
え
て
恵
福
会
か
ら
の
助
成
金

要
請
内
容
を
精
査
せ
ず
に
３
，
９

８
０
万
円
を
支
出
し
、
監
査
委
員

の
指
摘
を
受
け
て
４
４
４
万
円
の

返
還
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
く

な
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
失
態
を

犯
し
ま
し
た
。
町
長
は
、
そ
の
責

任
を
部
下
に
転
嫁
し
、
自
ら
の
減

給
処
分
さ
え
避
け
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
は
、
町
民
の
声
を
聞
く
耳

を
持
た
な
い
こ
と
で
す
。

　

国
民
宿
舎
あ
わ
び
山
荘
の
存
続

を
望
む
圧
倒
的
な
大
成
区
民
を
は

じ
め
と
す
る
２
，
７
０
０
人
の
要

望
書
に
背
を
向
け
て
、
強
引
に
年

度
途
中
で
国
民
宿
舎
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
町
長
選
挙
で

自
ら
掲
げ
た
選
挙
公
約
を
踏
み
に

じ
る
も
の
で
あ
り
、
区
民
の
大
き

な
反
感
を
買
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
高
橋
後
援
会
大
成
支
部
は
解

散
し
看
板
も
撤
去
さ
れ
、
町
長
の

信
頼
は
大
き
く
失
墜
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
町
長
は
、
修
学
旅
行

保
護
者
負
担
の
軽
減
や
新
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
の
延
長
の
な
ど
の
声
に

も
背
中
を
向
け
て
い
ま
す
。

　

第
３
は
、
議
案
を
提
出
せ
ず
議

会
も
通
さ
な
い
で
、
町
長
は
自
分

が
役
員
を
し
て
い
る
会
社
１
社
だ

け
に
１
億
５
，
０
０
０
万
円
の
補

助
金
を
支
出
し
た
、
い
わ
ゆ
る
専

決
処
分
な
る
も
の
に
つ
い
て
で
す
。

町
長
は
、
最
終
的
に
不
適
切
な
行

為
だ
っ
た
こ
と
を
認
め
ま
し
た
が
、

昨
年
度
の
私
の
一
般
質
問
に
再
度

ご
ま
か
し
の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
民
か
ら
自
分
の
会
社
１
社
に

し
か
出
さ
な
い
の
は
ひ
ど
過
ぎ
る
。

こ
れ
で
は
町
長
に
よ
る
行
政
の
私

物
化
で
は
な
い
か
。
不
適
切
だ
っ

た
と
認
め
る
の
で
あ
れ
ば
補
助
金

は
返
還
す
べ
き
だ
と
い
う
声
が
出

て
お
り
ま
す
。

　

第
４
は
、
生
産
者
が
や
る
気
を

起
こ
せ
ば
町
は
支
援
す
る
と
い
う

一
般
論
を
繰
り
返
す
ば
か
り
で
、

農
業
振
興
策
や
漁
業
振
興
策
に
つ

い
て
自
ら
の
政
策
を
示
し
て
い
な

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
秋
の
低
気
圧
で
生

じ
た
サ
ケ
定
置
網
の
被
害
救
済
要

請
に
対
し
て
、
町
長
は
漁
業
者
の

自
己
責
任
を
強
調
す
る
ば
か
り
で

一
切
の
救
援
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

助
け
合
い
と
い
う
地
方
自
治
の
１

番
大
事
な
政
策
を
捨
て
去
っ
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

第
５
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

対
す
る
町
長
の
態
度
で
す
。

　

昨
年
10
月
、
当
町
で
開
催
さ
れ

た
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
in
せ
た
な
の

大
会
宣
言
で
、
自
然
と
共
生
す
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進

を
高
ら
か
に
謳
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
実
行
委
員
長
を
務
め
た
町

長
が
勉
強
不
足
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
し
て
、
原
発
ゼ
ロ
を
目
指
す

政
策
課
題
に
曖
昧
な
態
度
を
取
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
風
サ
ミ
ッ
ト
は

単
な
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
す
ぎ

な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。

　

以
上
、
令
和
元
年
度
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
た
５
つ
の
問
題
点

を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
町
民
本

位
の
血
が
通
う
町
政
に
流
れ
が
変

わ
る
こ
と
を
願
い
反
対
討
論
と
い

た
し
ま
す
。

決
算
審
査

特
別
委
員
会

決

算

認

定
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◎
賛
成
討
論
（
一
般
会
計
）

　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

等
議
員

　

歳
入
総
額
92
億
２
９
９
０
万
９

８
７
７
円
、
歳
出
90
億
３
３
８
万

９
８
９
６
円
、
収
支
差
額
２
億
２

０
５
１
万
９
９
８
１
円
の
令
和
元

年
度
決
算
額
に
お
い
て
、
新
規
事

業
と
し
て
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行

事
業
、
役
場
本
庁
舎
長
寿
命
化
改

修
事
業
な
ど
、
ま
た
継
続
事
業
と

し
て
町
民
プ
ー
ル
の
建
設
や
利
用

者
か
ら
好
評
を
得
た
農
業
、
漁
業
、

商
工
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
実
施

な
ど
は
、
町
民
の
負
託
に
応
え
た

も
の
と
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
削
減

さ
れ
る
一
本
化
算
定
の
中
で
、
実

質
公
債
費
比
率
の
０
．
６
ポ
イ
ン

ト
、
経
常
収
支
比
率
の
１
．
１
ポ

イ
ン
ト
の
上
昇
は
事
業
内
容
か
ら

容
認
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
公
債
費
負
担
比
率
に
つ
い

て
は
、
適
正
と
さ
れ
る
指
標
ま
で

あ
と
１
．
７
ポ
イ
ン
ト
と
改
善
さ

れ
た
こ
と
は
、
今
後
へ
の
期
待
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

歳
入
の
減
少
が
進
む
中
で
の
決

算
成
果
は
、
町
理
事
者
及
び
職
員

の
努
力
や
町
民
一
人
一
人
の
協
力

の
た
ま
も
の
と
理
解
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
町
理
事
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
本
委
員
会
で
指
摘
さ
れ
た

事
項
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
町
民

の
負
託
に
応
え
う
る
行
財
政
運
営

に
精
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
切
に

要
望
い
た
し
ま
し
て
、
賛
成
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

令和２年度補正予算

会 計 名 今 回 補 正 額 補 正 後 の 予 算 額

一  般  会  計（ 第 ７ 号 ） 5,366万6千円 99億5,958万7千円

一  般  会  計（ 第 ８ 号 ） 2億9,662万3千円 102億5,621万円

特

別

会

計

国民健康保険事業（ 第 ２ 号 ） 8万9千円 13億1,870万1千円

後 期 高 齢 者 医 療（ 第 １ 号 ） 10万円 1億6,161万円

介 護 保 険 事 業（ 第 １ 号 ） 666万1千円 9億9,698万4千円

簡 易 水 道 事 業（ 第 ２ 号 ） 723万8千円 3億5,036万5千円

風 力 発 電 事 業（ 第 ３ 号 ） 513万7千円 4,794万円

病院事業会計（収益的収支及び支出） 2,625万4千円 13億19万6千円
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◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
事
業
費
補

助
金
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
施

設
等
従
事
者
慰
労
金
、
戸
籍
総
合

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
、
７
月
８
日

発
生
の
大
雨
に
よ
る
災
害
復
旧
費

等
に
よ
る
増
で
す
。

◎
反
対
討
論　

　
　
　
　
　
　

石
原　

広
務
議
員

　

商
工
費
、
観
光
振
興
費
の
委
託

料
「
そ
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
映
画

上
映
会
」
を
一
般
財
源
を
用
い
て

計
画
し
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

今
こ
の
時
期
で
は
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
で
苦
し
ん
で
い
る
飲
食
店
関
係
、

産
業
従
事
者
等
に
少
し
か
で
も
手

厚
く
助
成
す
る
べ
き
と
い
う
こ
と

を
申
し
上
げ
て
、
反
対
討
論
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
賛
成
討
論

　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

等
議
員

　

映
画
上
映
会
に
対
し
て
は
、
コ

ロ
ナ
の
終
息
を
見
込
ん
だ
、
そ
し

て
ま
た
観
光
資
源
の
開
発
と
い
っ

た
点
で
現
時
点
で
の
実
行
に
対
し

て
、
ま
だ
期
日
等
が
決
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
や
は
り
こ
れ
は
必
要

な
事
業
で
あ
り
、
先
ほ
ど
課
長
の

答
弁
で
も
内
容
を
見
極
め
た
中
で

推
進
し
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
点
か
ら
今
回
補
正

予
算
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
は
、

私
は
町
の
た
め
に
な
る
と
い
う
点

か
ら
、
そ
し
て
ま
た
、
ほ
か
の
コ

ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
も
、
第
２
次

補
正
に
つ
き
ま
し
て
手
厚
く
町
民

の
方
に
は
還
元
さ
れ
て
る
と
い
う

点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
件
に
つ

い
て
必
要
で
あ
る
と
考
え
賛
成
討

論
と
い
た
し
ま
す
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

国
の
第
２
次
補
正
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
、
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
感

染
症
の
拡
大
防
止
、
町
民
生
活
や

町
内
の
経
済
活
動
へ
の
支
援
な
ど

必
要
な
対
策
を
26
事
業
実
施
に
よ

る
増
で
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

人
件
費
の
精
査
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
対
応
業
務
に
よ
る
増
で

す
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

　

正
予
算
（
第
１
号
）

　

令
和
元
年
度
分
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
保
険
料
の

減
免
に
要
す
る
還
付
金
に
よ
る
増

で
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

　

保
険
給
付
費
の
高
額
医
療
合
算

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
負
担
金
の
精
査
、

基
金
積
立
金
の
追
加
に
よ
る
増
で

す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
２
号
）

　

瀬
棚
海
上
保
安
署
移
転
に
伴
い

既
設
配
水
管
を
延
長
す
る
た
め
、

瀬
棚
簡
易
水
道
配
水
管
布
設
工
事

に
よ
る
増
で
す
。

◎
風
力
発
電
事
業
特
別
会
計
補
正

　

予
算
（
第
３
号
）

　

洋
上
風
車
２
号
機
ブ
レ
ー
ド
修

繕
工
事
に
よ
る
増
で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

 

・
収
益
的
収
入
及
び
支
出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
院
内
等
で
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

取
り
組
み
に
対
す
る
経
費
、
医
療

従
事
者
に
対
す
る
慰
労
金
支
給
に

よ
る
増
で
す
。

◎
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援

員
の
資
格
の
認
定
に
係
る
研
修
の

実
施
者
の
見
直
し
が
必
要
と
な
る

こ
と
か
ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

◎
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

に
つ
い
て

　

病
院
事
業
に
お
い
て
病
床
数
及

び
診
療
科
目
を
変
更
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

◎
医
療
体
制
・
新
病
院
建
設
調
査

　

特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決

　

議

　

町
民
へ
安
定
し
た
医
療
を
提
供

す
る
た
め
の
医
療
体
制
や
、
地
域

医
療
の
た
め
の
新
病
院
の
あ
り
方

や
再
編
を
含
め
た
調
査
を
求
め
る

た
め
決
議
し
ま
し
た
。

提
出
議
員　
　

熊
野　

主
税
議
員

賛
成
議
員　
　

道
高　
　

勉
議
員

　

 

〃 　
　
　

桝
田　

道
廣
議
員

　

 

〃 　
　
　

横
山　

一
康
議
員

　

 

〃 　
　
　

石
原　

広
務
議
員

◎
令
和
元
年
度
健
全
化
判
断
比
率

　

並
び
に
公
営
企
業
資
金
不
足
比

　

率
の
報
告
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

財
政
健
全
化
指
標
で
は
、
実
質

公
債
費
比
率
で
８
．
８
％
、
将
来

負
担
比
率
並
び
に
公
営
企
業
資
金

不
足
比
率
は
前
年
同
様
数
字
は
あ

報

告

補
正
の
主
な
内
容

条

例

決

議
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り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

札
幌
広
域
圏
組
合
、
山
越
郡
衛

生
処
理
組
合
及
び
奈
井
江
、
浦
臼

町
学
校
給
食
組
合
が
解
散
し
、
脱

退
し
た
こ
と
に
伴
い
、
規
約
の
一

部
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

山
越
郡
衛
生
処
理
組
合
及
び
奈

井
江
、
浦
臼
町
学
校
給
食
組
合
が

解
散
し
、
脱
退
し
た
こ
と
に
伴
い
、

規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

　

い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

 

・
北
檜
山
区
北
檜
山

 

・
大お

お
ぐ
し串　

富ふ

み

こ

美
子
さ
ん
（
49
歳
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　

員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
々

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

 

・
北
檜
山
区
東
丹
羽

 

・
井い

ぐ
ち口　

勝か
つ
の
り則

さ
ん
（
66
歳
）

 

・
瀬
棚
区
本
町

 

・
稲い

な
ふ
ね船　

国く
に
あ
き晃

さ
ん
（
42
歳
）

 

・
大
成
区
長
磯

 

・
髙た

か
だ田　

威
た
け
し

さ
ん
（
58
歳
）

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急

　

激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源

　

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

１　

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営

に
必
要
な
地
方
税
、
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
・
充

実
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
臨
時
財

政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
発
行
額
の
縮
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
。

２　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
財
源
保
障
機
能
と
財
源

調
整
機
能
が
適
切
に
発
揮
で
き
る

よ
う
、
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
５
項
目
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

提
出
議
員　
　

熊
野　

主
税
議
員

賛
成
議
員　
　

道
高　
　

勉
議
員

　

 

〃 　
　
　

桝
田　

道
廣
議
員

　

 

〃 　
　
　

横
山　

一
康
議
員

　

 

〃 　
　
　

石
原　

広
務
議
員

◎
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
道
路
の

　

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

１　

長
期
安
定
的
に
道
路
整
備
・

管
理
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
新
た

な
財
源
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、

道
路
関
係
予
算
は
所
要
額
を
満
額

確
保
す
る
こ
と
。

２　

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て

は
、
着
手
済
み
区
間
の
早
期
開
通

は
も
と
よ
り
、
未
着
手
区
間
の
早

期
着
手
及
び
暫
定
２
車
線
区
間
に

お
け
る
４
車
線
化
と
い
っ
た
機
能

向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
７
項
目
に

つ
い
て
要
望
す
る
。

提
出
議
員　
　

平
澤　
　

等
議
員

賛
成
議
員　
　

吉
田　
　

実
議
員

　

 

〃 　
　
　

本
多　
　

浩
議
員

　

 

〃 　
　
　

橋
本　

一
夫
議
員

　

 

〃 　
　
　

大
湯　

圓
郷
議
員

　

 

〃 　
　
　

菅
原　

義
幸
議
員

◎
種
苗
法
の
改
定
に
関
す
る
意
見

　

書

　

種
苗
は
、
農
民
の
長
年
の
努
力

に
よ
っ
て
食
料
を
作
る
た
め
に
次

代
に
引
き
継
が
れ
、
改
良
が
繰
り

返
さ
れ
、
種
苗
交
換
会
な
ど
を
通

し
て
在
来
種
を
は
じ
め
優
れ
た
種

苗
は
全
国
各
地
に
広
が
り
、
歴
史

的
に
も
公
共
の
財
産
と
い
え
、
本

来
利
益
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
日
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
種
苗

の
自
家
増
殖
で
生
産
さ
れ
て
い
る

も
の
も
多
く
あ
り
、
自
家
増
殖
の

原
則
禁
止
、
自
家
増
殖
の
許
諾
制

導
入
の
種
苗
法
「
改
定
」
案
は
、

安
定
的
な
食
料
生
産
と
農
民
の
経

営
を
脅
か
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
種
子
な
ど
世

界
に
で
ま
わ
る
種
子
の
７
割
が
多

国
籍
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
、

育
種
権
者
保
護
の
名
目
で
多
国
籍

企
業
の
種
苗
の
独
占
が
進
む
こ
と

で
、
食
の
安
全
安
心
が
脅
か
さ
れ

る
危
惧
が
消
費
者
、
国
民
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
増
殖
が
国
内
品
種

の
海
外
流
出
の
要
因
と
い
う
指
摘

が
あ
り
ま
す
が
、
国
民
の
食
を
支

え
て
き
た
優
れ
た
種
苗
を
守
る
た

め
に
は
、
従
来
国
が
行
っ
て
き
た

海
外
で
の
品
種
登
録
を
、
さ
ら
に

積
極
的
に
進
め
る
こ
と
が
現
実
的

と
い
え
、
実
際
他
国
も
自
国
の
品

種
を
守
る
た
め
に
日
本
で
の
品
種

登
録
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
種
苗
法
の
改

定
の
取
り
止
め
を
要
望
す
る
。

提
出
議
員　
　

吉
田　
　

実
議
員

賛
成
議
員　
　

平
澤　
　

等
議
員

　

 

〃 　
　
　

本
多　
　

浩
議
員

　

 

〃 　
　
　

橋
本　

一
夫
議
員

　

 

〃 　
　
　

大
湯　

圓
郷
議
員

　

 

〃 　
　
　

菅
原　

義
幸
議
員

※
意
見
書
に
つ
い
て
は
関
係
各
大

　

臣
宛
送
付
し
て
い
ま
す
。

 

そ

の

他


